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《論　文》

　　　　都市部の基幹型在宅介護支援センターにおける

　　　　　　　　　　　サービス供給機関選択のキー要因
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1　問題の所在・研究の目的

　本研究：∫川川ill三、　1．］スマンとセー三一

：1・1．．．（hu　ll’／＆IK．に．・1．か・J’（Lた資川L）÷一要

因を丁・かか・；に、i「∵マ．トジャージ1フ±一マ

ンなサーごス供給i・幾僕「以1・．、（Jt一給償関）を選

択㌻二に際Lて．、れ｝：巳L二い二÷一要区Lこつい

て明らかにすり二とて．ちる

　　2！．旧u“；．よ㌧介．渡保㌧こか戊三阯三さね、　《ト，；1－∴一ヒ

スを利川．∴るに際ミ．て、利川♂か供給トえ閲と直

※契約を行うニニにごニー．二　LえL：なカ　ヘ　ケ

ア韻域にど．，tては、．一一ヒス．．．和」川首は、供ニバ

機関に⊥．L校Lて、．t’．一ヒスを必要とする程度、

＃一
ヒ　ス‘＿戸二［一こ．）｝「1卜li．拓L．ノシ受’1川㌧、　｛：［1㌧艮：ニー．．プ，、て一、

’必す二三十分∫情湶三得二いないことか指摘さ

れてきた．こ1，　）よ・’1な情報L．）非対称㍑を一勺バ

一 ＝るナニ○．坊法．）一一・≡．，て、戸ざネシメ

ントは1打要二位置を｛［i戸こいる二

　個ノ．か㍑分て1’、　1’・㍑てきこ司象を見出すのか困

気［な場合、［”1年L－i㍍鮫関かそ○；’々．∴．／≡足援．i’

る」’易合〃あ1．．　［厚門，si・システム　　とこ関連づ’

こみ口家資洛ll｝’1「・k’、．i、｛、．一ご1；：fv　lli三巧などi’．、

川頼・．川川ち・．段川を果たこていろ　停介を

業務とする三L．．）は、対象に閲する知．1‘llを多（fl．

t、また五務を旭じて情ご1］を収集こていること

から、情報をド体である仲f＞しD依頼f㌃に提供す

ることて、選担を）乞ξ元することとrsる

　　ソーシヤ　レワーウ：こえづいても、　トヒフこ数む原／を和」

川者に1中介＋るという被能二、［［「（からi’、il：置づ

げらねてきたか、ケアマネジメントにおいては、

一 利川♂と社会資海；！を㍉二つ，rる］三売き　‘とL

て、そ□ほ能か、i‘．ら、ンニろてbl川：’れる二．ととな

った　ケ＋マ．杉．．・．・一〃舌「川f㌃「し．．）意思を．口講ζと

L二から、そ・．）情報イミ足を川うために、士也域に

㌃在r’i⊥・T：社会官i源、なか二こ．信・ψ「1．二値．ナると乙

なこた社会資川に一．・いて一．膚報をIU川∴、利川

を結ひ付げてい（こと二、仲介者とLてのケア

マネジャーの役’、1：：jL二て、、．撒㍍ゴ．．る

　・∴一ヒスに○かわる情Cli．’）非対称性を4．1　．・・i－

．」一㌃，f’二〇ち：こ、　1：ii看＼r㌘とLrご・．」ケ『r－7ネジ．τ・一：tl、

1’il「川㌘こ地域：ご〔らて二．．・・．一こスやその供L：∵心

関についての．情服を提供Lていく　そして㍑原

に値・｝二供給・1鄭巳罫｜川㌃1）ll収1」∪ニーズ㌘シ・

んか二ながら、．＋一ヒスを利川者．に1㍑二つ．÷て

、　　　ノ
、、

、

　　ケア∴≒一ヒスか1；∫≒1る↑1｝；嬢う非ξ・1弥性：こ．）iえ、

介護保険実施以1話、多1の供治に関：うミ介護∴一

ヒスや艮：連；L一ヒスに参ぺLて．一・ll．そのfL　．・・1、

t∵マネジ．≒．・一か」也域に㌃Zl二1．　hこは潜／ll．：1’る

こ川りの一時・一ヒスの買や内容を把握ゴるこLの

・輻：要・1．㌦はますま．．｝’・」圭ま一二いる．

　　1わえて、’「アマネシ．．1・一プ地」エ曳に行在ない

Lは潜在する一一≡ス㌧その供給機関Lr）状況を

把握することは、利用♂・）川題解；1ミを促進する

の．み・ごら『丁． 、1也］或ケアシステムの1苛築状況・Z一把

『吊・分k．［1一し、　イく足一ナる社会資i原・．）「司イ亡一．P修1卜1こ

っなげることをち促Lてい◎

　L二か一：て、個別・二）利川召．の＋了フ．ラン作成
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時に、供給ぱ川を選択したキー要ほ1を分析する

ことで、ケアマネシャーかf固別のf：川1．花こ対［，

ニー∴一ヒスを9．．已・．／1’こ・．ノ’な・’．・す、1也：或ケアシ

ステム‘いi：㍑成・お．1．若．）ひつてあ・ll、供拾ぱ関に対L

て介ぺを行う．・ロセスし．）’端｝カミ明らかになると

C一え二．

t．丁’マネシ．，・一やソーン㌘ヒしワー．’；一か、う・

アフ三ン作成川：二、そ・．戸一アフランに組7”込む

一牛一ビス．や三一‘．）倶㍗｝｝幾関を、1一かなる要因を・有

視して」旦号」．：L．二．、、るかに一．）いては、　これまで多

1…．．；．1．1万：二」．　．．こ、『是示されてきた1．．‘

二一r”：． ぺ　介㍑II］！険’だ施前後におi⊥る高齢者福

1川；1「収．・実：lrl川研究・fl）　rl　’・とつである遠藤らの、i「：，1／1

否に．」．i：；：、　’・．∵マネシ・1．・一かケーフ．ランをf「1：

奴；．・：際に・和（1、い．る点とLては、．F「］用者の身体

㌦1七二恒II・二㍗1．，．∵イ濃者し力’1川軽減を特：二・王祝

L．こ・．㌧「［・9．か多：、‘1　E済的負担へc）ll妃憲、事業

f’・1．一迅速性、川用r㌃．や家族かサービスを使いこ

．∵．；二るかか1：・ノ，：．、、て．．、る　　一一ヒ．1スを提供すろ

供給磯関一．ll［川：二1いて検、｝・1．　Lたものとして、

ll由・・梶原・i・）、ブト乏保険実施V＞．後に、ケ『rマネ

．’
i・－tt．．・地域内・）ivz一給概関のτFIを評！iiiiし、集約

．，　t’． 二．．式”かII・1．㍍．l　　l・．川田は∫［㍉こ力〔険旧の在宅介

．．！1ヒ援三二ン　∪一　：’以ド、〃芝　1・におミ、て、訪川

召．窒ステーションヤヘルフ・＋一ピ’ス相織を選担

∵る際の、iJ．1’マネシャーのチ．r．ック指標を小

　1．，、．・乙．一こスを況恨三るスタノフや在支との連

携川況を午エ・71旨標として示Lている1

　　山1トは、　ロスマンとセーガーによるフ．：・一マ

・レ資源選択のキー・卿ミ1を川い、近議1．也区B市の

在支のケ㍗マネジャーを対象に、一困難ヶ一ス．．

にお：レる㍗関・．）1些．IIに関すろ面接、il、情の分析を

行った、その結果は、ロスマンとセーガーによ

るLつの基準をほほ足才！l・するしのてあった　ケ

アマネジャーは複数・．巨÷一ビスを提供しう三供

給機院を選択．］・る！頃i川か強く　　1．｝幾関の機能．

一． 2．　アクセスと和」lil資｝各．カ｛　i“1要なキーf要［メく1

Nい．2二

Lなr－．1ていた．ただし複数のサーごスを提供し

ていなくても、設価やサービスの質、サーピス

提供日時三い一．．、SL－L　利川：i」’能・11㌦　一5．　江

と川．頓性　一6．’〃’引川気や没fr；li　において、　利

川者．・．）ニーズ1論っt二与一ピ乏を提供する場r†

は、その供給板関を選択する日∫能性か高い．こと

か小1れた

　　Lかしながら、一鵬．費lll一　につい『こは、福

kli：　｜　i　J　L　［　や　｜　iこ’．t　己又　flタ　ノを　L），」〉　1、　、　て　　1　±　、　　　　1．「　　7　　ニノ　　ネ　　シ．　　－t＞　　一

かキー要因とLて、1．及していないこと、　また

7．葭関内のキー・・一・ノンー三Lて供給樹｝ll

l勺1ニユ殉・i：3f，一：・る！illll者．ピ）［見i，it‘i”1⊃「］　1・［1ノ、とLlっiLイ　ン

フ．t・一マルな叶トト・）存／にか供給授関・，；選担

に多人な影響を反ほしていることを指摘Lてい

る，づ瑚究は、」J’アマネシ．d・一かプァフiンを

作成．．；．るに際して、供冷肖関を選↓ll・1’i1一るに当≡

って弔視する要因を明らかにしているが、地域

特性に左右される部分もあ1）、さらに他の地域

にお㌧る川杏研「1どの必要性を小している．

　　本川：究においては、1，5　［i∫とは1〕｛こなる地域特・性

を持一．．、た東京都A｜1∫において、同様の調査を行

うことによ川、ケアマネシ．ヤーかケ㍗フラン．を

作成すろヒて市視する供給lk32関選択．）キー要医1

について、きらに検討÷る．二とを目的とする。

　　なお、本稿において：ま先行研：究とご；⊥七較か・］；」、

社会資源のなカ・ても、フ．t一マノレサーごスとそ

の供紅N幾㍑1に1；艮辻三し．．こ分析のk・1．象と三】’る、

2．研究の方法

1．：研究の．対ぢミ

　本川査り調杏対象iLt、公社運営による基幹型

在．支の1．「．任クラスのケアマネジャー1名てあろ．

介護保険実施以降、多くの居宅介護支援事業所

が設㌦さかているしL．）の、その多くは社会福川

法ノ．も含ノ）民間・．つ供給機関の；亘：rによ・ID・も・∂て

ブ
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そのなかて、イミ在芝は公社か設，i！lした在．支であ

ることか．1）、　1．ti；k：［1〈Jiiil7：的な己｝易て供召膏緩俣1の

選択を行．っている日∫能Wか高いこと、また足援

困難三和」用fir，一・を1余外する’1：；一ム・ス千ミング

の［iJ能性か低いと考えた

　二お．、．ツ赦1．象・．｝t’t：1，f（かs∵／］1する．．x．ililt－、　日治

力ミしつ　t）一　・　一シ　　　フし．）　：ノ　と1二、　（i［’亡1日日ト1i：弓÷一　ヒ

スの蒋備を行．っている日治体である．介，護や関

連→一ごスをめぐる特徴三こては、1所得にか

かわらす． 、． 訪川介護　「．通所イト護　一通所リハ

ご1テー／≡ンーに対／一て、ii！　IU者臼担冷1［）o．1．］

のうち7㌦を巾か臼担L二いることかう、全体

uに居宅’”；一一ヒスし．）Frl用吉「1：勺がfi－j（、特：ニ　ー訪

問介護　の利用1｛！l況が他t．）日治休1こ比較して多

いこと、　2　Ll’il’i：i｛｛1，C一芝］．受‘lll　5ミと　Lて、　　ノ1元舌．i（

『たン＼．，Lノ・一　、　－i｛，．li［’芝1妥テ’〃一ナーヒスー、　一ノ1”ii［’

芝援ショートステで．・、了ミ事サーピ．スーが［没け

・’

・れていること、3地域．．こ．・）高齢f旨の川活をZ

援するミニ・デイサーピス、移送サービス、健

康増進施；襲、　こみ・．叫又集’“”一ヒスな二かあるこ

と、4巾内5箇所・．）在kか地域をID踏1札、各

地域を川当Lていること．さらに‘ji務局とL二、

民間・．）居宅．介，護芝援卓業所をメンバーとした

’．

地区別ケース検討会一を実施二、　ヶ一ス検討

会、社会資源：」，i輌j杏、技能研修などを実施し一こい

ることをあげることができる一

　なお、介護一一ヒスにかかわる供給il三関の参

入状況とLては、介護保険実施以F・）iiから比較的

多（の供：瀞幾関；、rl方していたい、介、元保険実

施後㌧多1の営利供給ト這閲、特に訪川介元隻や福

祉用ばの供給1幾関が参ぺを行っ二いる、自治体

近辺のサーごスC）供袷体制とLては、訪川介護

や訪川百護、通りJl介護については、ぽほ｝必要縫

を充たL二いるか、短期．ぺ所生；舌∫ト、護反び短期

ぺ所療養介護、訪問リハピ’リテーシ三ンについ

ては不足している状況にある／／

　調杏び）対象となった在kの提供しているサー

ビスは次のとおりてある＝同施設〔表1ではti

と記哉：iにおいては、通所介護、記食L一ビス、

福祉模器センターか提供さ川ている　さらに、

系列機閲〔表1てはbと記載）においては、㌦

昌j介護を提供Lてい⊃．

　m杏対象とな一・た一’・・7マネジヤーの㍗別：ζ1弓

性1名、　久性3名てある．年齢は4〔．．i歳代L「名、

5川歳代2名てある　所r∫資格ぱ介護芝援［1一輻門は

．1名、社会福祉川1：！名、看護師3名、介護福

祉iJ1名、ホームへ，Lパー1†lk　1名であるっ保

健福矧二領域1こおごる当強年数は、1川～15年1名、

15－2〔〕fド2　名、　3∩1卜」ソLL1　陥一こあ二3

2　研究の方’こ1

　　1名のケアマネジャーに、担’Trlナース3ケー

ス以ヒの］．由出を依・頼した．ナースの選定条ffトは、

1介：護保険によるサービスを何用Lていること、

2し斐：ばの一一ビスを和川仁て．一ること、3ナ7

マネジャーが．困う¶1．と感L1ていろこと、．4’J．

アマネジ．．一か利用者iの生活．．iこ況に一．・いてよ1

把握していることてある，

　引’1：］ケースについて、　エケース／t－）概要、2，Z

援フロセス、3そのナースか例用Lているサー

ヒ．スの種類ならびi：その供給磯1周、　4’i］該供給

艮関をナ7フ．ランに組み込ん二’川析法準につい

て、半構造面接を’友施した．本研究においては、

供≒合i幾閲ii　，　f1是供する一．トーニス．．．）一一£乏的9質一P内

容だitてはな（、f固tlJrlの不川賭のニーズや状態

を1、ミ点に、テアマネシ．ヤーか、それぞれの利川

K’．Li－±一ピ．ス／を不「」li］　－3’ろことによ：）、　いカ・1こ1昌1

題か解決Lうるのかと判断tたのかについても、

明二，かにすることを日的とし二いる　そ・．）たil、

各ケアマネジヤーか提示Lた榎左《しつ利川者か同

し供給機関をfllllLている場合てし、「1」川者二

とに二1き射↓の要1人レをSTアマネジャー．に二こll｝ねている．

　　1自i手妾二．tld－tし．γ美ミii［旦II与1りjlま、　2川12ff8　1」～1〔㌧．lj一こ

ある＝川i接｝、i周査を実6h互L．たEl！封閉は合川幽6時間45
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分であった。面接内容はテープに録音し、逐語

記録を作成した。13ケースの概要については表

1のとおりである。

　調査に際しては、研究の趣旨や結果の利用、

調査対象者や利用者に対するプライバシー保護、

No．27

テープ録音や逐語記録、メモの作成に関する使

用許可、学会報告や論文作成について説明し、

調査対象者からの了承を得ている。また、面接

の実施は、調査対象者の勤務する在支の会議室

を用い守秘性に配慮した。面接調査や参与観察

表1　利用者概要と利用しているサービス（供給機関）、選択のキー要因

利用者概要 利用者の状況やニーズ等 利用しているサービス（供給機関）と選択のキー要因

ユ．女性　80代　要介護1 公営住宅にて独居。夫死亡後、 訪問介護（b）：介護保険以前から利用。利用者の家事のこだわりに

脳梗塞後遺症、難聴 介護疲れのため無気力状態と 対応可能。

なる。 福祉用具購入（c）：申込日に配達可能。

②女性　80代　要支援→ 公営住宅にて独居。腰部を骨 訪問介護（b）：介護保険と日常生活支援の両方のサービス提供可能b

自立→要支援 折し、退院後、サービスを依 食事サービス（a）：見守りが必要のため、週5日提供できる供給機

骨折、認知症の疑い 頼。身の回りのことができず、 関を選択。

家事支援と見守りが必要。認 福祉用具購入（c）：対応が早い。

知症の疑いがあるが、専門医 住宅改修（e）：同じ機関のPTからの紹介。早いこと、安価、住宅
は未受診。 改修の実績がある。

福祉用具購入（e）：住宅改修に合わせて、同じ供給機関に依頼。比

較的安価。

3．男性　60代　要介護1 エレベーターのない公営住宅 配食サービス（a）：訪問介護を利用しない日に、安否確認が必要。

神経難病 にて独居。病気のため手足が 訪問介護（b）：ケアマネジャーの担当地区が近く訪問がしやすい。

思うように動かず、生活全般、 住宅改修（9）：同機関内のPTの紹介。公営住宅の改修規制の事情

特に食事に関する支援が必要。 に詳しいため

神経難病の診断確定し、障害 機能訓練（H）：同年代の利用者が多く「訓練」という色彩が強い。

者福祉制度検討中。 ゴミだし（H）：職員が家の中までゴミを回収し分別、処理を実施す
る。

a男性　70代　要介護5 エレベーターのない公営住宅 通所介護（i）：対応が誠実で、積極的で連絡がとれやすい。困難ケ

神経難病、認知症 にて妻と二人暮らし。息子が 一 スも利用可能。

近所にいるが交流はほとんど 短期入所生活介護（i）：通所介護を利用し、信頼関係が形成。連絡

ない。本人は全介護が必要。 がとりやすい。

介護者である妻も病気を持ち、 訪問介護（j、k、後に1も加わる）：妻が信頼を寄せたヘルパーが

援助者に批判的な見方をした 所属する。jとkは以前から利用、両事業者間も連携が取れてい
り、健康食品を信奉している。 る。1は、移動に必要な腕力のある男性ヘルパーが所属し、コー

ディネーター、事業所のヘルパー間の連携が取れている。

福祉用具貸与（n）：PTからの紹介、比較すると安価

⑤男性　70代　要介護5 一
軒家に妻、長女夫婦と同居。 訪問介護（b）：コーディネーターが、時間、利用者とヘルパーの相

脳梗塞、軽度の認知症、 介護者は妻。長女夫婦は仕事 性などを考慮。

頚椎疾患、皮膚炎 のため介護はしていない。2 訪問看護（P）：リハビリ指導できる看護師、チームで複数の看護師

年前に、市内の他の地区から による緊急対応可

転居し、移管となる。妻の介 通所介護（q）1転居前より利用。現住居からも近い。感染症の際も

護負担を軽減する。皮膚炎や 拒否せず対応。

じょくそうケアが必要。 短期入所生活介護（1→i）：1利用時に状態が悪化、将来の入所見

越して、併設型に変更。

訪問入浴（r）：重度の障害や疾病のノウハウがある。看護師の質が

高く指導も可
福祉用具貸与（n→s）：機関内のPTに相談。　nに依頼するも事務
方の連絡がうまくとれなかったことや、特殊な車椅子の在庫があ

ったためsに変更。

⑥女性　50代　要介護2 夫と死別後、公営住宅にて娘 言語訓練（且）：身体訓練期間終了後、言語訓練を継続利用。

くも膜下出血 と二人暮らし。失語症のため 訪問介護（b）：以前から利用していたこと、家族への支援をするへ

話すことが困難。当初民間の ルパーが所属。

供給機関が担当するも、縮小 通所介護（i）：Hから送致される人が多いこと、年齢も比較的若い

のため本機関に移管。家族も 人が通っている。

含めて、時間や生活を守らな ・ 医療（t）：自宅近い、患者の話をよく聞き、ていねいに説明をし

い傾向にあった。 てくれる、いろいろと考慮してくれる。ケアマネジャーの質問に
もファクスで迅速に対応してくれる。

配食サービス（a、u）：週のうち1日をa、6日をuとする。　u
は営利のなかでは安く、対応も速く曜日も融通が利く。

＊H終了後、他の訓練施設に面接をするも回復が見込めないため、

継続せず
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⑦女性　80代　要介護3
　認知症

一軒家にて長男夫婦と同居。

民間療法を信奉し、受診拒否
の傾向ある。症状はあるが、

認知症の受診を行っていなか
った。

通所介護（a）：家族が本在支系列を希望、玄関まで送迎する

医療（w）→身体は民間療法による診療所。認知症のみの対応を希望、

　家族が、名前の通ったところを希望したため。総合内科から精神
　科を受診。

＊ミニデイを見学するも「自立」の人が中心のため利用せず

⑧女性　70代　要介護2
　腎不全

公営住宅にて独居。生活保護

受給、身体障害者1級。生活
スタイルにこだわりがあり、

注文が多くなりがちである。

腎不全で透析を受けているが
移動が困難。

訪問介護（x→b）：以前から利用していたx継続するも、利用者か
　らの注文が多く、系列でコーディネーターと連絡の取りやすいb
　に変更になる

医療（w）：生活保護ワーカーによる紹介。

通院助成→移送サービス（H）：通院助成利用していたが、タクシー

　をっかまえることが困難なため、玄関まで迎えに来てくれるサー
　ビスに変更。

⑨男性　80代　要介護5
　認知症

民間の集合住宅にて妻と二人
暮らし、身体障害者1級。全
面的な介護、たんの吸引、酸
素吸入などの医療的なケアが
必要、妻の介護負担が重い。

訪問介護：（b、1）：bは同系列でコーティネーターと連絡取りや

　すい、1は日曜や夕方の対応可能
訪問入浴（1）：訪問介護と同系列。主治医は、医療度が高くデイケ
　アでの入浴は困難

訪問看護（y→z）：yは入院設備がないため。老人保健施設の系列
　に変更。

医療（f）：往診可。利用者や家族と信頼関係形成。入院可能で退院
　をせかされない。

福祉用具（A）：幅の広い車椅子を必要としたため、センター内のP
　Tからの紹介。

⑩女性　78歳　要介護1
　脳出血

公営住宅にて独居。甥夫婦と
姪夫婦が市内に居住。リフォーム詐欺にあいかけたが甥や

姪が対応。

訪問介護（C→b）：職務以上のことを要求され、同系列のbに変更C
住宅改造（D）：すぐに対応してくれ、比較的安価。PTの紹介。＊権利擁護などは甥や姪が対応しているため、現時点では利用して

　いない。

⑪男性　68歳　要介護3
　脳出血、軽度の認知症

家族と別居で交流なく、集合
住宅に独居、管理人より行政
に相談がある。生活が非常に

困難であり、緊急援助の必要
があることから、要介護認定
を実施し、ケアマネジャーが
右の社会資源を設定する。

訪問介護（E）：ケアマネジャーとよく連絡が取れている。
医療及び訪問看護（F）：介護保険申請のため主治医が必要。古くか

　ら在宅医療・訪問看護を行っていて熱心。対応の困難な利用者で
　も生活に配慮しっっ対応してくれる。
配食サービス（a、u）：緊急な食事の手配と安否確認のため、　aに

　依頼。aは昼食のみなので、夕食はuに依頼。　uは365日昼夜対
　応、比較的安価、手渡し、お弁当形式
福祉用具貸与（c）：介護保険以前から評判もよい。ショールームが
　ある。

⑫男性　77歳　要介護2
　神経性難病

公営住宅にて妻と二人暮らし。

身体障害のため、身体介護、

および公営住宅の改造が必要。

訪問看護（Z）：難病への対応が可能。

福祉用具貸与（c）：ショールームがあるため、見学可能。

訪問介護（k）1新しい事業所であったが、他の利用者からのよい評
　判を聞いたため

⑬女性　93歳　自立→要
　介護2
　認知症

マンションで独居。姪が近所
に住んでいる。認知症で独居
のため、見守りや生活への援
助が必要である。

訪問介護（G、b）：Gは自立時からの担当者を本人が希望。　bは同
　系列でコーディネーターと連絡しやすく、かっ生活支援にも対応
　可能。

福祉用具購入（c）1介護保険以前からの関係があり評判もよい。シ
　ョールーム併設。

短期入所療養介護（Z）：自宅に近く。医療や通所リハビリテーショ

　ンも併設。相談員と関係が構築
食事サービス（a）：所属のセンターである。配達員が安否確認をか

　ねて手渡しをする。

から得られたデータについては、調査対象者及

び利用者のプライバシー保護のために分析に支

障をきたさない範囲で、修正を行っている。

㈲　分析の枠組み

　データを分析するにあたっては、ロスマンと

セーガー16｝を手がかりに一部修正・加筆を行っ

た山井17）をもとに、次の七っのキー要因から検

討を行った。

①供給機関の機能：供給機関が提供するサービ

　スの数やタイプ、サービスメニュー、プログ

　ラムの有無を意味する。

②アクセスと利用資格：サービスを利用する際

　の利用者の要件にかかわる内容を意味する。

③料金：利用者の自己負担ならびに支払能力に

　応じて減免できる可能性を意味する。

④利用可能性：待機時間や緊急時の利用可能性、

　利用時間、利用者宅と供給機関の距離などの
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いる、特に、食べる　とLパ緊急性・．）高い配
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活介護i、，；∬問デ）Tミ迄」とk、　6医療t、　89ユ百
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に、ケアマネシ．ヤーが変卍や中止を〒」；った供給

機関（5福祉川！［n）ち仔在する．
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一
ヒスを：呈，’貝／，．『・’［’一ること、よう・アマネジ∵一：二

とっても判∪‘㍍一二うえてのキー㌦因となる　刊

川者山変化にと1」ない、利用するサービスり変

化して；、あらかじめ複山c）㌦能を有する供川

、ぺi）三1をtアフラン：二剖1．み：△ん一＼才5：＋1ま、　ny．ii，L”IJ

ニケ＋を受．∵．．T∫能性1三高；二る

　Lかしな，、ら、己数の÷一ヒス：、liあることか、
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ρ選：．．「．］に強い影ti’・・；を｝ほすことか己　’）て陥き　1

：になった．　．Cl　　　　と　　　　する　　、1｛”　［’．iiiやポー
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ヒ．スを提fji∵トる二いう日∫能性三否こ方ない，　さら

1こ、　）1㌦’亡デh｛隻乏二手憂「i｝：／stliiJi’し「）　タ　イ　フ　：こよ　って、　　ラー

アフラン作成時の一一．「夫．か変わること㌧指摘
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